
春と秋の天気

冬の天気

･ユーラシア大陸上に冷たく乾燥したシベリア気団が発達。

･気団がシベリア高気圧となり，太平洋上には低気圧が発生。

･日本海側では雪の日が多く，太平洋側では乾燥した晴れた

日が多い。

･気圧配置は西高東低
せいこうとうてい

型
がた

で等圧線は南北に引かれ間隔が狭い。

･このため強い北西の季節風がふく。

シベリア気団 シベリア高気圧

西高東低型気圧配置

移動性高気圧

日本の四季の天気図の特徴－①
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シベリア気団

温度の高い海水からの

大量の水蒸気をふくみ，

しめった空気になり雲

が発生

雲は，積雲
せきうん

へと

発達する。

北西の季節風

季節風は上昇気流と

なり積乱雲が発達し

日本海側に大量の雪

を降らせる

乾燥した空気に

なり太平洋側に

晴天で乾燥した

日が多くなる

大陸 日本海 太平洋日本海側 太平洋側

日本列島

･揚子江気団の一部が移動性高気圧となり日本にくる。

･移動性高気圧と低気圧が交互に西から東へと日本を通過する。

･高気圧のときは暖かい天気がつづく。昼と夜の気温差が大き

く夜間の気温が大きく下がると遅霜
おそじも

にみまわれ農作物に被害

がでる。

･低気圧のときは雲がふえ雨となり風も強まる。

･晴れと雨の天気が，４～５日の周期でくり返される。

･この時期，大陸から黄砂
こ う さ

が飛来することもある。

中２理科２分野ＮＯ５９
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